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平
成
三
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
、
当
協
会

の
事
業
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を

賜
わ
り
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
は
、
会
員
企
業
の
ご
尽
力
は
も
と
よ
り
、
国
・

静
岡
県
・
市
町
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
、
関
係
団
体
・

各
位
の
ご
助
言
・
ご
協
力
の
お
か
げ
に
よ
り
、
協
会
創
立
70

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
異
常
気
象
が
続
き
、

七
月
に
は
西
日
本
を
中
心
に
し
た
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
、

八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
多
く
の
台
風
に
よ
り
、
日
本
列

島
の
各
地
で
非
常
に
強
い
風
や
激
し
い
雨
に
よ
り
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
更
に
追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
、
九
月
に
は
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
、
多
く
の
死
傷
者
や
建
物
倒
壊

な
ど
の
災
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
そ
の
勢
い
は
と
ど
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
な
い
一
年
で
し
た
。

　

今
年
は
亥
年
で
す
が
、
火
山
帯
の
上
に
国
土
が
あ
る
日
本

は
、
昔
か
ら
大
き
な
地
震
に
た
び
た
び
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
な
ぜ
か
亥
年
に
地
震
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ざ
っ
と
上
げ
る
だ
け
で
も
、
１
７
０
７
年
に
は
宝
永
地
震
、

富
士
山
宝
永
噴
火
が
発
生
し
、
１
９
２
３
年
に
は
関
東
大
震

災
、
１
９
８
３
年
に
は
日
本
海
中
部
地
震
、
１
９
９
５
年
に

は
阪
神
大
震
災
、
２
０
０
７
年
に
は
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
へ
の
備
え
が
必
要
な
の
は
、
亥
年
に
限
っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
に
対
策
が
進
ん
で
も
、
災
害
の

発
生
に
つ
い
て
は
予
想
が
で
き
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
ど
ん

な
時
に
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
日
々
備
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
対
応
の
観
点
か
ら
も
、
私
た
ち
の
よ
う

な
地
域
に
根
差
し
た
建
設
業
者
の
存
在
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

緊
急
時
に
地
域
へ
の
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ

れ
こ
そ
が
建
設
業
の
果
た
す
べ
き
使
命
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
建
設
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況

を
改
善
し
、
災
害
時
に
対
応
で
き
る
施
工
力
を
持
っ
た
企
業

の
減
少
を
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、i-Construction

な
ど
の
先
端
技
術
を
積

極
的
に
導
入
し
、
建
設
現
場
の「
生
産
性
向
上
」を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
建
設
業
を
支
え
る
次
代
の
担
い
手
の
確
保
・
育

成
の
た
め
に
も「
働
き
方
改
革
」の
取
組
み
を
更
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
も
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
努
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
当
協
会
と
し
ま
し
て
も
、
本
年
も

公
益
的
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
会

員
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
会
長

　
　
　
　
　
　
橋
本
　
勝
策
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
協
会
運
営
、
事
業
活
動
に
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
十
一
月
の
創
立
70
周
年
記
念
式
典
、
祝
賀
会
に
は
、

実
行
委
員
会
の
皆
様
を
始
め
、
関
係
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話

を
か
け
ま
し
た
。

　

思
っ
た
以
上
の
素
晴
ら
し
い
式
典
、
祝
賀
に
な
っ
た
事
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
も
ま
た
、
日
本
全
国
に
お
い
て
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
過
性
の
気
候
の
変
化
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
今
後
は
年
々
歳
々
、

こ
の
状
況
は
続
く
と
い
う
予
報
が
、
ご
ざ
い
ま
す
。
国
民
と
し
て

一
日
も
早
く
、
危
険
個
所
の
防
災
を
切
望
を
し
て
い
ま
す
。

　

我
々
業
界
と
し
て
も
、
常
に
災
害
対
応
に
備
え
、
有
事
の
想
定

を
し
て
居
り
ま
す
が
、
企
業
と
し
て
、
常
日
頃
の
工
事
業
が
確
保

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
と
、
思
い
ま
す
。
自
ら
の
企
業
、
又
業
界
と

し
て
も
相
当
な
努
力
が
必
要
と
、
今
年
も
又
、
気
持
ち
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

　

技
術
の
伝
承
、
働
き
方
改
革
等
、
多
岐
に
渡
っ
て
や
る
べ
き
事

の
多
い
一
年
に
、
今
年
も
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て

や
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
協
会
活

動
を
展
開
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

　

今
年
が
会
員
の
皆
様
方
に
と
っ
て
、
佳
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

協
会
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
に
新
た
な

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
も
、
協
会
の
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
阪
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
や
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
な
ど
大
き
な
自
然
災
害
が
各
地
で
発
生
し
、
当
地
で
も
台
風
二

十
四
号
が
直
撃
し
被
害
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
東
海
・
東
南
海

地
震
も
想
定
さ
れ
る
中
、
災
害
対
策
は
私
ど
も
建
設
業
に
と
り
ま

し
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
の
六
月
に
可
決
さ
れ
た
「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」

が
今
年
四
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。
建
設
業
に
つ
き
ま
し
て
は
五

年
後
の
施
行
と
な
り
ま
す
が
、
今
か
ら
準
備
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
建
設
業
界
は
今
、
担
い
手
不
足
、
特
に
若
年
層
の
担
い

手
確
保
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
魅
力
的
な
業
界
に
す
る
た
め
に

も
、「
改
革
」
を
早
め
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

就
労
環
境
の
向
上
、
あ
る
い
は
生
産
性
向
上
と
い
っ
た
地
域
建

設
業
全
体
の
在
り
方
に
に
つ
い
て
、
会
員
皆
様
方
か
ら
お
知
恵
を

い
た
だ
き
、
協
会
運
営
の
指
針
に
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
業
況
大
変
厳
し
い
中
で
も
、
私
ど
も
建
設
業
界

に
は
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
と
と

も
に
、
協
会
運
営
を
通
し
て
、
一
つ
一
つ
問
題
の
解
決
に
努
力
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
事
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
協
会
運
営
・
各
委
員
会
活
動
に

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
昨
年
は
、
当
協
会
創
立
70
周
年
で
あ
り
、
周
年
事
業

特
別
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
微
力
の
私
を
正
副
会
長
は
元
よ
り

会
員
皆
様
、
特
に
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
い
た
お

か
げ
で
、
記
念
植
樹
や
式
典
・
懇
親
会
が
盛
大
に
行
う
事
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
広
報
委
員
会
の
皆
様
の
御
尽
力
の
お
か
げ
で

立
派
な
記
念
誌
と
式
典
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
完
成
で
き
ま
し
た
。
又
、
協
会

事
務
局
長
・
事
務
局
員
の
方
々
の
地
道
な
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で

あ
り
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
も
異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
・
地
震
・
台
風
災
害
の

多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
災
害
復
旧
工
事
や
間
近
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

建
設
工
事
特
需
に
よ
り
、
人
件
費
や
資
材
の
高
騰
、
そ
し
て
、
人

手
不
足
が
大
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
交
通
整
理
人
の
不

足
は
、
受
注
機
会
を
逃
す
ま
で
来
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
上
、
働
き
方
改
革
よ
る
雇
用
改
善
も
重
大
な
課
題
で
あ
り
、

業
界
が
一
体
と
な
っ
て
発
注
の
平
準
化
や
書
類
の
簡
素
化
を
行
政

機
関
に
訴
え
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
亥
年
で
あ
り
、
私
も
「
歳
男
」
で
す
の
で
、
協
会
・
業

界
の
為
に
、「
猪
突
猛
進
」
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
が
、
何

分
に
も
新
参
者
で
微
力
で
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
御
支

援
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
副
会
長

朝
倉
　
純
夫

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
副
会
長

山
田
　
壽
久

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
副
会
長

鈴
木
　
徹
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協
会
創
立
70
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
十
一
月
七
日

に
藤
枝
市
の
ホ
テ
ル
オ
ー
レ
で

記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
来
賓
や
協

会
員
が
出
席
し
、
厳
粛
な
雰
囲

気
を
醸
し
つ
つ
も
、
一
方
で
は

和
や
か
で
賑
や
か
な
秋
の
夕
べ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
、

朝
倉
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
に

は
じ
ま
り
、
橋
本
会
長
の
式
辞

と
続
き
、
協
会
の
あ
ゆ
み
を
ま

と
め
た
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
ご
来
賓
か
ら
心
の

こ
も
っ
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

山
田
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば

で
式
典
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
記
念
祝
賀
会
は
、

三
味
線
の
世
界
で
は
若
き
演
奏

家
と
し
て
有
名
な
大
塚
晴
也
さ

ん
の
演
奏
に
乗
っ
て
ス
タ
ー
ト

し
、
盛
大
な
鏡
開
き
を
行
い
、

石
井
源
一
・
静
岡
県
建
設
業
協

会
長
に
よ
る
乾
杯
で
祝
宴
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
は
、
料
理
や

地
元
の
銘
酒
な
ど
に
舌
鼓
を
打

協
会
創
立

70th
Anniversary

周
年
を

え
ま
し
た

協
会
創
立

70th
Anniversary

周
年
を

え
ま
し
た

70th
Anniversary

若き三味線演奏者「大塚晴也」さん
の演奏により祝賀会スタート 来賓挨拶  衆議院議員  井林辰憲様

来賓挨拶 参議院議員 牧野たかお様
（秘書 土屋行男様 代読)

開会のあいさつ　朝倉副会長開会のことば　橋本会長

国歌斉唱鏡開きで   景気付け 来賓挨拶
島田労働基準監督署長  後藤充宏様

式辞　橋本会長乾杯
静岡県建設業協会長  石井源一様

来賓挨拶
島田土木事務所長   内山和好様

閉会のことば　山田副会長 70年のあゆみ  スライド上映

記 
念 
式 

典

祝　

賀　

会
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ち
つ
つ
、
懇
親
を
深
め
、
祝
宴

の
最
中
に
は
、
静
岡
出
身
の

ダ
ン
サ
ーkagura

（
カ
グ
ラ
）

さ
ん
に
よ
る「
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
」

を
楽
し
ん
だ
後
、
創
立
70
周
年

事
業
特
別
委
員
会
の
鈴
木
徹
委

員
長
の
中
締
め
に
よ
り
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
は
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
一
年
以
上
前

か
ら
打
合
せ
や
準
備
に
携
わ
り
、

当
日
の
式
典
と
祝
賀
会
の
運
営

に
も
尽
力
し
た
創
立
70
周
年
事

業
特
別
委
員
会
の
委
員
に
は
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
式
典
の
日
に
協
会
広

報
誌
１
５
６
号
を
「
創
立
70
周

年
特
別
号
」
と
し
て
発
行
す
る

と
と
も
に
、
特
別
号
で
も
紹
介

し
ま
し
た
が
、
十
月
十
七
日
に

富
士
山
静
岡
空
港
の
東
展
望
台

（
石
雲
院
展
望
デ
ッ
キ
）
の
南

側
広
場
に
お
い
て
、
記
念
植
樹

を
行
い
ま
し
た
。

協
会
創
立

70th
Anniversary

周
年
を

え
ま
し
た

祝宴が始まりました

歓談中の様子

宴たけなわ

静岡出身のKagura氏による
ベリーダンスが華を添えました

閉会のことば
創立70周年事業特別委員会

鈴木委員長

10月17日の記念植樹で
ソメイヨシノを植えました

三本締めで終了となりました

記念植樹が済んで

記 

念 

植 

樹

祝　

賀　

会

役　職 氏     名 会 社 名

委員長 鈴木　　徹 ㈱鈴木土建

委　員

岡村　延昌 岡村建設工業㈱

古川　賢吾 フルカワクリエイト㈱

梶山　　基 ㈱梶山組

増田　雄也 相良建設㈱

落合　直人 ㈱金谷工務店

事務局 川本　幸男 （一社）島田建設業協会

7 0 周 年 事 業 特 別 委 員 会

広報誌 創立70周年特別号
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平成28・29年度勝間田川支川中沢通常砂防（防災・安全交付金）工事（堰堤工）

◦  工事概要  ◦

着手前

完成

工 事 名	 平成28・29年度勝間田川支川中沢通常砂防
（防災・安全交付金）工事（堰堤工）

工事箇所	 牧之原市　中地先 
工　　期	 １期工事
	 平成28年12月28日〜平成29年７月31日
	 ２期工事
	 平成29年９月27日〜平成30年３月23日
施 工 者	 株式会社 加藤組
発 注 者	 島田土木事務所
現場代理人	  紅林昌生
工事概要	 一期　　　コンクリート打設710㎥
	 　　　　　残存型枠　542㎡
	 二期　　　コンクリート打設740㎥
	 　　　　　残存型枠　542㎡

工事のポイント

　本工事は、勝間田川支川の源流の場所であり、降雨時の出水には既
設水路（土水路）切り回しに特に重点を置き排水対策を行いました。
　堰堤工施工時は残存型枠の補強鉄筋の増設をして勾配の確保と高さ
の確保に留意しました。コンクリート打設後の打ちつなぎ目のレイタ
ンス除去とコンクリート締固めは確実に行い品質を確保しました。

現　場　紹　介

工事施工箇所



新設ボックス

カルバート

国道473号

6 広報誌創るVol.157

◦  工事概要  ◦

着手前

完成

工 事 名	 平成29年度
	 １号島田金谷菊川IC道路整備工事
工事箇所	 島田市菊川地内
工　　期	 平成29年12月7日～平成30年9月28日
施 工 者	 株式会社　グロージオ
発 注 者	 国土交通省　浜松河川国道事務所
現場代理人	 藤田　一臣
工事概要	 施工延長	 130m
　	 掘削・残土処理	 10,100㎥
	 土留・仮締切工	 １式
	 鋼矢板圧入Ⅳ型L=15.5m	 174枚
	 グランドアンカー	 68本
	 腹起し設置	 53.5ｔ

工事のポイント
　本工事は、国道１号菊川ＩＣにおいて、国道473号金谷御前崎連絡道路との接続に合わせたフルインターチェンジ化の道
路建設工事の内、新設道路が国道１号の下をボックスカルバートでくぐる形になるため、第一期工事として暫定２車線の国
道１号を共用しながら、将来の下り線部分のボックスカルバートを築造するためセンターラインにアンカー式土留工を施工
し、オープン掘削で床掘を行うものです。
　既設の市道菊川神谷城線のボックスカルバートが近接しているため、既設ボックス躯体に偏土圧が掛らないよう、ボック
スの浜松側も掘削しています。
　鋼矢板の打ち込み作業は、走行車線から２ｍ程度の離隔しかなく、機材の車道へのはみ出しによる気を使いましたが、安
全管理を徹底した結果、工期内に無事故で完成することができました。

平成29年度　１号島田金谷菊川IC道路整備工事

現　場　紹　介

工事施工箇所

市
道
菊
川
神
谷
城
線

浜松方面 国道１ 静岡方面
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　趣味は魚釣り、突然根がかりと思いきや、やっ
と上がってきたのは、　まっ茶色の苔蒸した、　誰
かに投げ捨てられてワンカップの空き瓶だった。
「チェッ」
　舌打ちしながらよく見ると、中には梅干し位の
タコが入っていました。‥‥ここまでは笑い話で
済まされるが‼・・・
　ごみは、ごみ籠に捨てて褒められて、幼心にう
れしかった記憶があるだろう。大人になった今、
ごみ籠から先を考えたことがあるだろうか⁈　
知っていても考えたことは無いだろう、収集車が
来て、焼却して終わりと思ってはいないか、その

　ガードマン（交通誘導員）が足りない。この時
期になると必ずと言っていいほど耳にする言葉です。
問題は、様々だと思います。そもそもの最大需要
に対する交通誘導員の数が足りない。しかし、こ
れもピーク時に発生する問題。年間の必要な人数
を工事数で割ったら足りるのかも（実際に計算し
たことはないが）。ガードマン会社からしたら、い
つ発注されていつから何人必要かわからない官庁
工事の仕事より、年間通してある定期な仕事に人
材を充てるのが正しい判断なのは明白。毎度なが
ら、官庁工事の平準化は永遠のテーマ化している
状況。労働環境が主な原因になって、交通誘導員

先まで考え想像つく人は少ないだろう。震災地の
ゴミの山、必要品と思っても私たちの身の廻りは、
ごみと、瓦礫の山で囲まれて生活しているのです。
日常ごみと瓦礫が出ない生活を考えなおして、釣
りにいそしんでいます。。。。。
　きれいな山河と大海原に囲まれて・・・・・

になってくれる若い人の不足やその他にも、挙げた
らきりがないですが、建設産業の技能者も含めた
慢性的な人手不足を構造的な問題も含めて何とか
しないと、もう日本の物づくりは出来なくなる日は
すぐそこにあるかも。

ご　み

人手不足
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イベントの実施・日時・会場については主催者または天候により変
更する場合があります。事前に必ずご確認のうえ、お出かけください。イベントカレンダー

スポーツ・パル　高根の郷

国道１号線バイパス谷稲葉インターから北へ19km、車
で30分の立地。
2020年東京五輪のイタリアライフルチームが事前合宿
の練習会場にも指定された全天候型の本格的ライフル
射撃場ですが、初心者向けに10mの「ビームライフル射
撃」があり、半日420円からと大変リーズナブルにライ
フル射撃体験ができます。
射撃場併用の屋内人工芝アリーナ（約1,800㎡）では、
テニス、フットサルなどのスポーツが、雨や夜間でも楽
しむことができます。（要予約）
また、近隣にグラススキー場、大久保キャンプ場などが
あり、アウトドアスポーツも楽しめます。

建物外観

ビームライフル

50ⅿ射撃

★

住　　所：〒426-0131 静岡県藤枝市瀬戸ノ谷１０２５８
TEL/FAX：054-631-1100／054-631-1102
開館時間：9：00 ～ 21：00 
　　　　　月曜日休み（祝日の場合は翌日）・年末年始

▶概要

わが町探訪

虚空蔵尊ダルマ市
２月23日浜当目の弘徳院で行われます。
「京都嵐山」「伊勢朝熊」と並ぶ日本三

大虚空蔵尊のひとつで、家内安全を願いダルマ
を買う人で賑わいます。虚空蔵山山頂には船舶
無線電信発祥の碑などが有り、そこから見る焼
津港や市街地は絶景です。山頂の香集寺は815
（弘仁６）年創立の古寺で、本尊の一木三体像
は聖徳太子の作といわれています。 

/２23
焼津市

藤守の田遊び
およそ千年ほど前の寛和年間に、大井川
の治水を祈願した農民が豊作を願い奉納

したといわれるお祭り。毎年３月17日の祈年祭
に、藤守の大井八幡宮に稲作を表す25番の舞が
奉納されます。昔のままの姿を残しているこの舞
は昭和37年に県の、昭和52年には国の重要無
形文化財に指定されています。

/３17
焼津市

「はぶちのお不動山」と呼ばれる2月末日
の例祭。12年に1度、酉年の時には9月下旬～
10月上旬に3日間「本開帳」という大祭が行わ
れます。この時は本尊仏の不動明王が公開され、
供養塔が建てられます。 

長徳寺の本開帳と例祭/末
日

２ 焼津市
藤枝市藤枝リバティ駅伝

　大井川マラソンコース
/１下
旬

藤枝市ふじえだマラソン/３上
旬

藤枝市金比羅山・瀬戸川桜まつり/３下
旬

藤枝市清水寺観音大縁日/２17

みんなで走ろう元日マラソン
（2019）

島田市

問島田市教育委員会教育部スポーツ振興課 
☎0547-36-7219

大井川マラソンコース・リバティで新年か
らマラソン大会です。コースは２キロ、５キロ、
10キロの中から、それぞれの体力に合わせて選
択可能。速さを競う大会ではありませんので、誰
でも気軽に参加できます。当日、受付にて参加
申込書に記入し参加料をお支払いください。
大井川マラソンコース・リバティ（メイン会場・
集合場所／島田市陸上競技場）

/1１

千葉山智満寺鬼払い 島田市

天台宗の古刹である智満寺で行われてい
る正月恒例の行事。正月１日から７日ま

での法要行事「修正会」（寺院で正月元日から
７日間国家の隆盛を祈る法会）を締めくくるもの
で、赤・青・白の３匹の鬼を退治することによ
り１年間の無病息災のご利益をもたらします。

/1７

伊太梅まつり 島田市

梅のまちづくりで知られる伊太のコミュニ
ティが実施する祭り。田園を望む小高い

丘にたくさんの梅が咲きほこる中、様々なアトラ
クションや物販エリアで楽しい１日を満喫できます。

/２中
旬

医王寺のだるま市 島田市

金谷の医王寺では初薬師に毎年「だるま
市」が立って賑やかな縁日となっている。

/２

正覚寺大黒祭星まつり 島田市

正覚寺で毎年2月11日に開催される家運
隆昌・商売繁昌などを祈願する「大黒祭」

星の吉凶により幸運を呼んだり厄災を遠ざけた
りする「星まつり」荒行僧による水行式が行わ
れます。

/２11

問産業観光部観光課観光交流係
 ☎0547-36-7163

とても印象的です。

かわね桜まつり 島田市
桜の名所として名高い川根町家山。大井
川鐡道沿いに続く約1キロメートルの道が
桜でうめ尽くされる桜トンネルは最大の見
どころ。その脇をSLが走っている景色は

〜

/

/

３

４

下
旬

上
旬

大津谷川桜堤防（桜まつり） 島田市
大津谷川に咲き誇る桜並木。３月下旬か
ら４月上旬にかけて２週間ほど提灯が灯
り、夜桜を華麗に演出します。

〜

/

/

３

４

下
旬

上
旬

河原町桜まつり 島田市

地元町内会により例年開催されるイベン
ト。桜見物に来た人々を色々な催物で楽

/３下
旬

しませてくれます。祭りの開催前後2週間は桜に
提灯が灯り、夜桜を華麗に演出します。

小山城楽市/1６
小山城駐車場　フリーマーケット

吉田町シニアおすすめ

小山城楽市/２３
小山城駐車場　フリーマーケット

吉田町シニアおすすめ

小山城楽市/３３
小山城駐車場　フリーマーケット

吉田町シニアおすすめ

吉田町
雪あそび
県営吉田公園/１ 下

旬

大鐘家
つるし飾り展〜

/ /１ ５上
旬

中
旬

牧之原市

〜

/

/

２

３

上
旬

上
旬

牧之原市マラソン大会
第62回 田沼意次 牧之原市

問牧之原市体育協会
会場：相良庁舎周辺

牧之原新茶祈願祭・新茶まつり
問茶業振興協議会

/3 中
旬

牧之原市
会場：茶ぐりん

相良梅園開園
問相良梅園

/２下
旬

牧之原市

会場：相良梅園

すべらず地蔵尊祈願祭 島田市

「級東海道金谷坂石畳」長い間旅人の足
元を守ってきた、滑らない山石を敷いた

石畳に因んで、このお地蔵様を「すべらず地蔵尊」
と呼んでいます。安全に・滑らす・転ばず・着
実に進めるようにと、試験合格・健康長寿･家内
安全などを願いお参りする方がたくさん訪れます。

/１中
旬

問島田市観光協会 ☎0547-46-2844

島田市

問島田市観光協会川根支所 ☎0547-53-2220

約1.5ヘクタールほどの土地に、約360本
の梅が植えられており、高台から家山地区の街
並みや野守の池、大井川などが一望できます。
見頃は２月上旬から２月下旬頃です。

家山梅園/ 下
旬

上
旬

２

〜
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平
成
30
年
度
静
岡
県
優
良
建
設
工
事
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
優
良
工
事
や
優
良
技

術
者
等
の
当
協
会
員
が
多
数
受
賞
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
２
日
㈭　

 

於　

三
島
市
民
文
化
会
館

　
交
通
基
盤
部
長
表
彰

　
　
◦
優
良
工
事
部
門　
　
　
　

大
河
原
建
設
㈱

　
　
◦
優
良
技
術
者
部
門　
　
　

岡
本
朋
也　
（
大
河
原
建
設
㈱
）

　
　
◦
地
域
貢
献
部
門
　　
　
　

㈱
特
種
東
海
フ
ォ
レ
ス
ト

８
月
23
日
㈭　

於　

島
田
市
金
谷
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
（
夢
づ
く
り
会
館
）

　
島
田
土
木
事
務
所
長
表
彰

　
　
◦
優
良
工
事
部
門
　
㈱
エ
コ
ワ
ー
ク
、
㈱
丸
紅

　
　
◦
優
良
技
術
者
部
門

　
　
　

法
月　

晴
良　
　
　
（
㈱
丸
紅
）

　
　
　

増
田　

樹
久
靖　
　
（
㈱
エ
コ
ワ
ー
ク
）

　
　
　

福
代　

紘
大　
　
　
（
㈱
丸
紅
）

　
　
　

青
野　

正
和　
　
　
（
大
河
原
建
設
㈱
）

　
　
　

白
瀧　

富
士
雄　
　
（
㈱
神
田
組
）

　
　
　

紅
林　

昌
生　
　
　
（
㈱
加
藤
組
）

　
　
　

村
松　

高
明　
　
　
（
大
石
建
設
㈱
）

　
　
　

岩
堀　

文
昭　
　
　
（
㈱
木
村
組
）

　
　
◦
地
域
貢
献
部
門
　
　
山
岸
建
設
㈱

　
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
長
表
彰

　
　
◦
優
良
工
事
部
門

　
　
　

㈱
木
村
組
、
㈱
三
成
、
㈱
山
田
組

　
　
◦
優
良
技
術
者
部
門

　
　
　

松
本　

崇　
　
　
　
（
㈱
加
藤
組
）

　
　
　

山
本　

英
樹　
　
　
（
㈱
山
田
組 

）

　
　
　

阿
部　

忠　
　
　
　
（
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ
）

　
　
◦
地
域
貢
献
部
門

　
　
　

池
村
建
設
㈱
、
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ

「
優
れ
た
技
術
力
」
や
「
地
域
へ
の
貢
献
度
」
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
表
彰
を
多
数
の
協
会
員
が
め
で
た
く
受
賞
!!

労
働
災
害
防
止
に
貢
献
し
た
個
人
、

事
業
場
が
栄
え
あ
る
受
賞

　

安
全
で
快
適
な
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
、
災
害
防
止
活
動

の
強
化
を
図
る
契
機
と
す
る
た
め
、「
第
45
回
静
岡
県
建
設

業
労
働
災
害
防
止
大
会
」
が
10
月
12
日
㈮
、
静
岡
労
政
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
お
い
て
、
労
働
災
害
防
止
に
長
き
に
わ
た
り
貢
献

し
た
当
協
会
員
が
多
数
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
　
支
部
長
表
彰

◦
事
業
場
賞　

㈱
加
藤
組

◦
事
業
者
賞　

㈲
山
﨑
建
設

（
推
薦
元
㈱
杉
山
工
務
店
）

◦
功
労
賞　

塩
澤　

敏
夫
（
㈱
橋
本
組
）

◦
功
績
賞　

大
窪　

政
紀
（
㈱
原
川
土
木
）

　
　
　
　
　
　

岡
埜
谷
暢
孝
（
三
村
建
設
㈱
）

◦
職
長
賞　

薗
田　

正
明
（
大
井
建
設
㈱
）
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労
働
災
害
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て

安
全
大
会
開
催

高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
埋
却
地

事
前
調
査
に
参
加

　

建
災
防
島
田
分
会
は
、
七
月
六
日
㈮
に
島
田
市
金
谷
生
き

が
い
セ
ン
タ
ー
（
夢
づ
く
り
会
館
）
に
お
い
て
、
島
田
労
働

基
準
監
督
署
長
や
県
の
事
務
所
長
を
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
、

「
平
成
30
年
度
島
田
地
区
建
設
業
労
働
災
害
防
止
安
全
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
会
員
か
ら
募
集
し
た
安
全
標
語
の
優
秀
作
品
の
表

彰
を
行
い
、
続
い
て
島
田
労
働
基
準
監
督
署
の
福
島
第
二
方

面
主
任
監
督
官
に
よ
る
「
建
設
業
の
労
働
災
害
防
止
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
、
山
本
災
防
委
員
長
に
よ
る
労
働
災
害

防
止
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
出
席
者
全
員
に
よ
る
安
全
の
誓
い
を
唱

和
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
島
田
土
木
事
務
所
白
石
検
査
監
を
講
師
と
し
て
、

安
全
講
習
会
を
併
せ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

島
田
工
業
高
校
二
年
生
の
建
築
科
十
六
名
、
都
市
工
学
科

二
十
八
名
の
計
四
十
四
名
の
生
徒
が
、
七
月
二
十
四
日
㈫
か

ら
二
十
六
日
㈭
ま
で
の
三
日
間
、
会
員
会
社
六
社
に
お
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
建
設
現
場
実
習
・
就
業
体
験
）
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、熟
練
技
術
者
等
の
指
導
の
も
と
、様
々

な
作
業
に
前
向
き
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　

ご
指
導
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

静
岡
県
中
部
家
畜
保
健
衛
生
所
が
主
催
す
る
「
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
埋
却
地
事
前
調
査
」
が
、
七
月
三
十
一

日
㈫
に
当
協
会
の
管
内
に
あ
る
養
鶏
場
で
開
催
さ
れ
、
志
太

榛
原
農
林
事
務
所
と
市
役
所
の
職
員
や
当
協
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
、
二
十

四
時
間
以
内
に
殺
処
分
、
七
十
二
時
間
以
内
に
焼
埋
却
処
分

を
完
了
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
事
前
調
査
で

は
、
埋
却
溝
の
掘
削
方
法
や
、
埋
却
作
業
に
必
要
な
重
機
や

資
材
を
確
認
す
る
た
め
、
当
協
会
も
調
査
に
参
加
し
ま
し
た
。



11広報誌創るVol.157

楽
し
く
大
井
川
を
学
ぼ
う
！

　
　
　
　
「
川
ま
つ
り
」
開
催

親
子
現
場
見
学
会
開
催

猛
暑
の
中
、
会
員
総
出
で

　
　
「
道
路
愛
護
」
に
取
り
組
む

　

島
田
土
木
事
務
所
や
島
田
市
な
ど
大
井
川
流
域
の
市
町
主

催
に
よ
る
第
二
十
回
大
井
川
「
川
ま
つ
り
」
が
、
八
月
二
日

㈭
に
島
田
市
民
総
合
施
設
「
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
」
で
開
催
さ

れ
、
多
く
の
児
童
や
保
護
者
な
ど
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
会
で
も
土
木
・
建
築
委
員
会
が
、
協
会
事
業
の
活
動

の
様
子
を
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
、
島
田
建
設
業
協
会
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に
笹
船
を
作
り
、

大
井
川
の
模
型
に
流
し
て

楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
り
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

な
ど
で
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
に
建
設
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
親
子
現
場
見
学

会
」
を
八
月
三
日
㈮
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
島
田
市
川
根
町
の
家
山
川
河
川
敷
に
設
置
さ
れ

て
い
る
「
大
聖
牛
」
と
、
川
根
本
町
の
「
長
島
ダ
ム
」
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

伝
統
的
河
川
工
法
の
一
つ
で
あ
る
「
大
聖
牛
」
に
つ
い
て

は
、
設
置
工
事
を
担
当
し
た
㈱
原
小
組
か
ら
そ
の
仕
組
み
や

由
来
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、「
長
島
ダ
ム
」
で
は
国
土

交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
長
島
ダ
ム
管
理
所
の
職
員
の
案
内

で
ダ
ム
内
部
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
㈱
原
小
組
と
長
島
ダ
ム
管
理
所
の
方
々

に
は
、
丁
寧
な
ご
対
応
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

八
月
の
「
道
路
愛
護
月
間
」
は
、
市
町
や
住
民
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
に
道
路
愛
護
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
に
お
い
て
も
、
今
年
も
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

会
員
総
出
で
、
道
路
除
草
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
清
掃
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
大
勢
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

参
加
会
員
数　

五
十
二
社　
　

参
加
人
数　

三
百
三
名
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建
設
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
講
習
会
に
参
加

高
校
生
の
工
事
現
場
見
学
・

研
修
会
を
実
施

緊
急
消
防
援
助
隊
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

合
同
訓
練
（
道
路
啓
開
訓
練
）
に
参
加

　

中
部
地
方
整
備
局
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
の
「
建
設
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
講
習
会
」
が
、
十
月
九
日
㈫
に
島
田
市
民
総
合
施
設

「
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
」
で
開
催
さ
れ
、
浜
松
河
川
国
道
事
務

所
と
島
田
市
役
所
の
職
員
や
当
協
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
建
設
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
理
解
し
活
用
方
法
を
習
得

す
る
た
め
、
講
師
か
ら
取
組
事
例
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
に
「
土
木
・
建
築
」
の
魅
力
や
建
設
業
の
必
要
性

を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
十
月
二
十
四
日
㈬
に
静
岡
県

土
木
施
工
管
理
技
士
会
（
技
士
会
）
と
合
同
で
高
校
生
の
工

事
現
場
見
学
・
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
島
田
工
業
高
校
二
年
生
三
十
二
名
と
教
師
二
名
、

技
士
会
八
名
の
計
四
十
八
名
が
中
部
横
断
自
動
車
道
工
事
現

場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
の
担
当
者
の
説

明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

説
明
や
現
場
の
案
内
を
し
て
い
た
だ
い
た
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中

日
本
の
皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

静
岡
県
遠
州
灘
を
震

源
と
す
る
突
発
地
震
に

よ
り
、
建
物
倒
壊
や
土

砂
災
害
な
ど
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
こ
と
を

想
定
し
た
緊
急
消
防
援

助
隊
に
よ
る
訓
練
が
十

一
月
五
日
㈪
に
富
士
山

静
岡
空
港
多
目
的
用
地

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
倒
壊
家

屋
対
応
訓
練
や
土
砂
災

害
対
応
訓
練
な
ど
多
く
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
当
協
会
で
は
、

道
路
上
の
障
害
物
を
撤
去
し
緊
急
車
両
が
通
行
で
き
る
よ
う

道
路
啓
開
を
行
う
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
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災
防
委
員
会
で
は
、
十
一
月
十
六
日

㈮
か
ら
十
七
日
㈯
の
一
泊
二
日
の
日
程

で
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
一
日
目
は
午
前
中

に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
済
ま
せ
て
か
ら

出
発
す
る
と
い
う
慌
た
だ
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。

　

70
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
記

念
号
の
広
報
誌
を
担
当
し
た
広
報
委
員

会
で
は
、
そ
の
慰
労
も
兼
ね
て
十
一
月

三
十
日
㈮
か
ら
十
二
月
一
日
㈯
の
一
泊

二
日
の
日
程
で
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
広
報
委
員
会
担
当

副
会
長
の
鈴
木
副
会
長
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
バ
ス
で
松
本
方
面
に
出
か

け
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、「
諏
訪
大
社
」
で
仕
事

や
家
族
の
安
全
を
祈
願
し
、
昼
食
後
に

「
松
本
城
」
を
見
学
、
夕
食
は
、
松
本

市
内
で
信
州
名
物
の
馬
肉
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
鎌
倉
の
「
杉
本
寺
」
を
拝

観
し
、
夕
方
に
は
横
浜
の
ホ
テ
ル
に
到

着
。
夕
食
は
、
災
防
委
員
Ｋ
さ
ん
お
薦

め
の
中
華
街
の
「
龍
翔
記
」
で
中
華
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
圏
央
道
を
利
用
し
て
高
尾

山
に
行
く
予
定
で
し
た
が
、
行
楽
シ
ー

ズ
ン
真
っ
た
だ
中
で
道
路
が
混
ん
で
い

る
た
め
、
急
き
ょ
、
行
先
を
「
小
田
原

城
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

お
城
や
街
中
を
散
策
し
、
干
物
な
ど

の
お
土
産
を
買
い
、
昼
食
を
食
べ
、
家

路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
委
員
の
皆
様

に
は
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
特
に
運
転

手
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
方
々
に

は
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
駒
ケ
根
の
「
養
命
酒
・

健
康
の
森
」
を
見
学
し
、
伊
那
の
「
か

ん
て
ん
パ
パ
」
で
昼
食
と
ヘ
ル
シ
ー
で

健
康
的
な
行
程
を
こ
な
し
て
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た

委
員
の
皆
様
に
は
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

災
防
委
員
会

広
報
委
員
会

旅
行
記



災害防止への取り組み

14 広報誌創るVol.157

　あけましておめでとうございます。
　昨年は６月18日の大阪府北部地震、９月７日早朝の北海道胆振東部地震。また、７月の広島を中心とした豪雨による災害、８月
９月に発生した台風21、22、24号による全国的な被害など今までに起きたことが無い場所、想定されてない場所で災害が起こり尊
い人命が失われました。
　建設業に携わるものとして、なくなられた方のご冥福をお祈りし、被災された方へのお見舞いを申し上げると共に、１日でも早
い復旧復興を望みます。

　工事途中の建設現場においても、自然災害とは切っても切れない関係です。河川の工事では豪雨による氾濫で、仮設物が流され
たり、施工中の構造物に被害が及んだりします。
　法面や仮設足場は、地震による倒壊や、台風による倒壊もあります。昨年の台風では、新聞やＴＶでも様々な被害の報道があり
ました。
　
　現場の方は、台風や集中豪雨の際は被害状況の確認のため現場の巡視を行いますが、自分自身が災害に巻き込まれない様十分注
意することが必要です。また、天気予報によりある程度予測できるため、事前に十分な対応を行うことで、現場の被害の軽減が図
れます。
　でも、地震は突然襲ってきます。静岡県では東南海地震が懸念され、いつ発生してもおかしくないといわれています。
　地震発生後に現場が心配になっても、道路が通れなく駆け付けることも出来ないかもしれません。災害発生時の対応策を事前検
討し、日頃の点検を行い、出来るだけ被害が少なくなるため安全管理に努めてください。
　
　パトロールをする側も、仮設物は災害に耐えうるか、日頃の点検がおざなりになっていないか等自然災害のリスクを考慮した巡
視活動にしたいと思います。
　最後に、今年も1年間無事故、無災害でありますように。

自然災害への対応



●理事会
　第２回理事会　８月27日㈪　当協会 
　　◦協会創立70周年記念事業について
　　◦総合防災訓練等について
　　◦県建設業協会第５回理事会の概要（抜粋）について

●正副会長会議
　第３回会議　８月27日㈪　当協会
　　◦協会創立70周年記念事業について
　　◦道路啓開訓練について
　第４回会議　12月19日㈬　当協会
　　◦各種表彰候補者の選定について
　　◦今後の日程調整について

●総務委員会
　秋の交通安全県民運動への参加
　　◦９月21日㈮～ 30日㈰　全会員
　年末の交通安全県民運動への参加
　　◦12月15日㈯～ 31日㈪　全会員
　
●広報委員会
　第４回会議　７月11日㈬　当協会
　　◦70周年記念号の校正
　第５回会議　９月６日㈭　当協会
　　◦70周年記念号の校正、157号の企画
　第６回会議　12月５日㈬　当協会
　　◦157号の校正
　第７回会議　12月12日㈬　当協会
　　◦157号の校正
　視察研修
　　◦11月30日㈮～ 12月１日㈯　松本方面

●労務委員会
　親子現場見学会　８月３日㈮
　　◦大聖牛展示現場、長島ダム　参加者32名

●土木・建築委員会
　高校生のインターンシップ受入れ　７月24日㈫～ 26日㈭　
　　◦島田工業高校２年生　44名
　大井川「川まつり」　８月２日㈭　プラザおおるり　
　　◦協会PR、笹船づくり等

　静岡県優良建設工事表彰式及び土木技術者研修会
８月23日㈭　夢づくり会館

　高校生の工事現場見学・研修会（技士会と合同）10月24日㈬
　　◦中部横断自動車道工事現場
　　　参加者　島田工業高校２年生32名、教師２名、技士会８名

●環境・災害対策委員会
　道路愛護運動への参加
　　◦７月16日㈪～８月22日㈬　　全会員
　防災訓練等
　◦鳥インフルエンザ埋却候補地事前調査
　　７月31日㈫　管内養鶏場
　◦県協会による情報伝達訓練
　　８月29日㈬　全会員
　◦災害応急対策協力者の出動要請・応諾訓練
　　島田土木事務所８月30日㈭　全会員
　　御前崎港管理事務所９月６日㈭　関係会員
　◦緊急消防援助隊中部ブロック合同訓練（道路啓開訓練）
　　富士山静岡空港　西側多目的用地　11月５日㈪

●建災防島田分会
　島田地区建設業労働災害防止安全大会
　　７月６日㈮　夢づくり会館
　静岡県支部建設業労働災害防止安全大会
　　10月12日㈮　静岡労政会館
　安全パトロール
　　◦７月20日㈮３地区
　　◦８月21日㈫５地区
　　◦10月19日㈮５地区
　　◦11月16日㈮５地区
　　◦12月20日㈭５地区
　視察研修　11月16日㈮～ 17日㈯横浜方面

●協会創立70周年記念事業
　記念植樹　10月17日㈬　富士山静岡空港隣接地
　70周年記念式典、祝賀会　11月７日㈬　ホテルオーレ

●今後の予定
　　◦新年賀詞交換会
　　　2019年１月16日㈬　小杉苑
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島田市大代に今年もジャンボ干支がお目見えしました。2019年の干支
は亥

い

です。
地元の地域おこしグループ「王子田子」が制作したイノシシの親子が
出迎えてくれます。
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